
S
a
m
a
d
h
ir
a
ja
s
u
tr
a
 の
本

文

獲
達

に

つ
い
て

平

野

眞

完

S
a
g
a
d
h
ir
a
ja
s
u
t
r
a
 (
漢
課
月
燈

三
昧
経
)

の
既

刊

の

サ

ン

ス

ク

リ

ッ
ト
本
、

漢
繹
、

チ
ベ

ッ
ト
課

に

よ

つ
て
、

そ

の
本

文

の
獲

達

増
廣

に

つ

い

て
考

え

て
み

よ

う

と

す

る
。

一

資
料

サ

ン

ス
ク

リ

ッ

ト
本

は

ダ

ッ
ト

出

版
の
 
O
i
l
g
i
t
 
M
a
-

(1
)

n
u
s
c
r
ip
ts
 v
o
l
.
 
II
を

用

い

る
。

こ

れ
は

ギ

ル
ギ

ッ
ト

議

見

の
爲

本

(
C
と
略
記
)
を

底

本

と

し
、

ネ

パ

ー

ル
爲

本

二

種

(
A
、

B
)

と
校

訂

し
、

異

文

を
註

に

示
す
。

ギ

ル
ギ

ッ
ト
爲

本

は

六
、
七

世
紀

の
 
O
g
p
ta

c
h
a
a
c
t
a
s
 で
書

か

れ

て

い

る

と

い
う
。

漢

繹

は

那

連

提

耶

舎

繹

月

燈

三

昧

経

十
巻

(
宋

・
元

・
明

三

本

は

十

一
巻
、

大
15

Z
o
.
 
6
3
9
)

が

あ

り
、

五

五

七
年

の
繹

出

と

い
う
。

こ

れ
は

ギ

ル
ギ

ッ
ト

(爲

本

の
年

代

に

近

い
と

考

え
ち

れ

る

が
、

事

實
、

内
容

の

上

で

も

こ
の
漢

課

は

ギ

ル
ギ

ッ
ト
爲

本

と
は

も

つ
と

も

よ

く

一
致

し
、

A
、

B
爲

本

や

チ

ベ

ッ
ト
繹

に
比

し

て
簡

潔

で

あ

る
。

他

に
部

分

的

な
漢

課

に
宋

沙

門

先

公
課

佛

説

月

燈

三
昧

経

一
巻

(
一
名
文
殊
師
利
菩
薩
十
事
行
経
、

大
15
 
Z
o
.0
4
0
)
が

あ

り
、

十

巻
本

の
巻

六
前

牛

(
梵
本

N
6
～
N
3
章
)

に

あ

た

る
。

先

公

の

年

代

も

不

明

で
あ

る

が
、

宋

は
四

二

〇

-
四

七

八

の
間

で

あ

る
。

し

か

し
、
小
野
玄
妙
博
士
に
よ
る
と
こ
れ
は
宋
朝
の
課
で
は
な
く
も

つ
と
古

(2
)

い
課
で
あ
る
が
、
安
世
高
ほ
ど
古
く
は
な
い
と
い
つ
て
い
る
。
今
そ
の

課
語
を
見
る
と
、
確
實
な
論
櫨
は
少
な
い
が
、
四
〇
〇
年
を
遡
る
可
能

(
3
)

性
は
多
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う

一
つ
の
宋
沙
門
繹
先
公
繹
佛
説

月
燈
三
味
経

一
巻

(大
15
 
Z
.
641)
は
十
巻
本
の
巻
五

(五
七
七
中
-

五
八
一
上
)
及
び
梵
本
23
章
と
わ
ず
か
に
類
似

す
る
鮎
も
あ
る
が
、
甚
し

く
相
違
し
、
殆
ど
ど
の
行
も
、
十
巻
本
や
梵
本

と
封
照
で
き
な
い
。
こ

の
課
者
に
も
疑
が
あ
り
、
麗
本
後
記
に
は
後
漢

安
世
高
繹

に
擬
す
る

(
4
)

が
、
信
じ
ら
れ
な
い
。
課
語
を
検
討
し
て
み
る
と
、
五
世
紀
中
頃
印
ち

宋
代
の
課
出
と
い
う
公
算
が
大
き
く
、
前
の
経

よ
り
は
新
し
い
と
考
え

(
5
)

ら

れ

る
。

チ

ベ

ッ
ト
繹

は
 
s
i
lo
n
d
r
a
b
o
d
h
i
 と
 
U
h
a
r
m
a
ta
s
ila
 
の

課

で
、

東

北

目
録
Z
o
.
 
1
2
7
 
影印

北

京

版

西

藏

大

藏

31
-

32
巻

(Z
o

7
9
5
)

に

あ

る
。

デ

ン
カ

ル

マ
目

録

に
本

経

の
名

が

載

つ

て

お

り
、

凡

(6
)

そ

九

世

紀

初

め

に
課

さ

れ
た

と

考

え

ら

れ

る
。

チ
ベ

ッ
ト

課

は
漢

課

や

ギ

ル
ギ

ッ
ト
爲

本

よ

り

も

分
量

を
増

し

て

い

る

が
、

ネ

パ

ー

ル
爲

本

A
や

B

(
と
く
に
A
)

は

チ
ベ

ッ

ト

課

よ

り

も

S
am
a
d
h
ir
a
ja
s
u
tr
a
 の
本

文

議

達

に

つ

い

て

(
平

野
)

一
九

九
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S
a
g
a
d
h
ir
a
ja
su
tr
a
 の
本

文

護

達

に

つ
い

て

(
平

野

)
 

二

〇

〇

増
廣
さ
れ
て
い
る
。

A
及
び
B
は
爲
本
の
年
代
は
勿
論
、
そ
の
原
本
の

成
立
も

チ
ベ
ッ
ト
課
よ
り
年
代
が
下
る
で
あ
ろ
う
。

ダ
ッ
ト
は
チ
ベ
ッ

ト
課
は

B
爲
本
に

一
致
す
る

と
い
う

(
が
、
B
爲
本
に
は
敷
葉
の
脆
落
と

順
序
の
相
違
も
あ
る
)
。
経
の
初
め
の
蹄
敬
偶
と
経
末
の
縁
起
法
頽
を
除

け
ば
、

A
と
B
と

一
致
す
る
個
所
は
大
抵
チ
ベ

ッ
ト
課

と
も

一
致
す

る
。
ギ

ル
ギ

ッ
ト
爲
本
や
漢
課
に
封
し
て
、
A
、
B
、
チ
ベ

ッ
ト
繹
三

者
共
通
の
増
廣
は
本
文
の
約
八
分
の

一
を
し
め
る
。

(
7
)

本

経

は
 
O
a
n
d
r
a
k
ir
t
i
 の
 
F
N
a
s
a
n
n
a
p
a
d
a
 や
、
 
s
a
n
tid
o
v
a
 
の

(
8
)

O
ik
s
h
a
s
a
m
g
c
c
a
y
a
 
に

も

引

用

さ

れ

て

い

る
。

ギ

ル
ギ

ッ
ト
爲

本

や

漢

課

に

は

な

い
が
、

A
、

B
、

チ
ベ

ッ
ト
繹

に
あ

る
部

分

も

雨

書

に
引

か

れ

て

い

る
。

ま

た

プ

ラ
サ

ン
ナ

パ

ダ

ー

に

は

A

の

み

に
あ

る

偶

も

引

用

さ

れ

て

い
る
。

し

た

が

つ
て

チ

ベ

ッ
ト

課

の

み

な

ら

ず
、

A
爲

本

(
お
そ
ら

く
B
爲
本
も
)

の
原
型

も

チ

ャ

ン

ド

ラ
キ

ー

ル

テ

ィ

の

年

代

(
9
)

(六
〇
〇
-
六
五
〇
頃
)
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て
漢
課

よ
り
僅
か
百
年
た
ら
ず
の
間
に
主
要
な
増
廣
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
よ
う
。

二

諸
本
の
異
同
と
増
広
発
達

先
に
見

た
如

き
資
料

の
年
代
順

に
、
那
連
提
耶
舎
一詳
月
燈
三
昧
経

(及
び
ギ
ル
ギ
ッ
ト
爲
本
)
、
チ
ベ
ッ

ト
課
、

B
爲
本
、

A
爲
本
の
順
に
増
廣
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
の
圭
な

る
増
廣
は
、

チ
ベ
ッ
ト
課

(
以
下
T
と
略
す
)
と
A
、
B
と
共
通
す
る
も

の
で
、
偶

は
百
五
十
、

散
文
は
三
十
同
を
数
え
る

(
な
お
増
廣
を
除
い
た

本
文
全
骸
は
二
〇
六
五
偶

(鯖
敬
偶
と
縁
起
法
碩
を
除
く
)
、
散
文
は
六
二
同

あ
る
)
。
A
と
B
と
に
共
通
す
る
増
廣
は
編
敬
偶
十

二
と
経
末

の
縁
起

法
頒

(
但
し
共
に
ダ
ッ
ト
は
本
文
に
組
ん
で
い
る
)
な
ど
十
七
偶
、

A
の
み

の
増
廣
は
蹄
敬
偶
に
三
十
偶
、
第
38
章
に
十
八
偶
な
ど
五
二
偶
あ
る
。

B
の
み
の
増
廣
は
編
敬
偶
の
二
偶
な
ど
七
偶
あ
る
。

本
経
は
散
文
と
偶
文
よ
り
成
り
、
散
文
は
偶

の
導
入

の
形
式
を
な

し
、
偶
の
内
容
を
先
に
述
べ
る
こ
と
が
多
い
。
本
経
の
増
廣
に
は
こ
の

形
式
を
更
に
完
成
さ
せ
よ
う
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
導
入
の
散
文

の
な
い
章
に
は
散
文
を
加

え

(16
、
21
章
初
、
共
に
A
B
T
の
増
廣
)
、
散

文
が
短
か
け
れ
ば
長
く
し

(29
、
31
章
初
、
共
に
漢
課
に
な
い
)
、
散
文
を

増
廣
し
て
偶
に
い
う
こ
と
を
先
に
述

べ
る

(
2
章
初
、
A
B
T
)
。
逆
に

偶
の
な
い
章
に
は
偶
を
加
え
る

(8
章
終

p
p
.
 
9
0
-
9
3
漢
繹

鉄
)
。
更
に

散
文
と
偶
と
を

一
緒
に
増
廣
挿
入
す
る
(
8
・
9
・
1
0
・
1
1
・
1
7
・
2
2
・

35
の
各
章
に
あ
る
A
B
T
の
増
廣
、
38
章
A
の
増
廣
)
。
こ
の
外
散
文

の
部

分
を
増
す
例
や
、
偶
の
部
分
に

一
偶
乃
至
敷
十
偶
を
挿
入
す
る
例
も
み

と
め
ら
れ
る
。

内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
章
の
は
じ
め

の
増
廣

に
お

い
て
、

sa
rv
a
d
h
arm
a
sv
ab
h
a
v
a
Sa
m
a
ta
v
ip
a
n
cit
a
 sa
m
a
d
h
i
 を
聞
き

受
持
し
乃
至
読
く
べ
し
、
と
く
り
か
え
さ
れ
る

(9
・
1
6
・
2
0
・
3
3

章
A

B
T
、
36
章
B
T
、
29
・
3
0章
A
B
C
T
)
。
第
二
章

の
増
廣

(
A
B
T
)
で

は
繹
尊
が
前
生
に
お
い
て
過
去
の
佛
よ
り
そ
の
三
昧
を
聞
き
受
持
し
た

と
い
う
。
吹
に
増
廣
に
特
徴
的
な
こ
と
に
は
、
情
景
描
爲
を
誇
張
し
、

荘
大
美
麗
に
紳
秘
的
に
描
こ
う
と
す
る
。
第
十

章

の
増
廣

(
A
B
T
、
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散
文
及
び
偶
)
は
そ
の
好
例
で
あ
り
、
月
光
童
子
が
佛

を
食
事

に
招
待

し
、
準
備
を
整
え
、
翌
朝
佛
を
迎
え
、
佛
は
童
子
の
家
に
入
る
、
と
い

う
段
で
あ
る
。
ギ

ル
ギ

ッ
ト
爲
本
や
漢
課
で
は
簡
潔
で
あ
る
が
、
増
廣

(1
0
)

分
は
そ
の
凡
そ
十
倍
に
近
い
。
美
化
神
秘
化
の
特
徴
は
A
B
T
の
増
廣

(
1
1
)

の
庭

々
に
認

め

ら

れ

る
。

第

訪
章

に

は
偶

の
増

廣

(
A
B
T
)

が

多

い
。

S
q
r
a
d
a
tt
a
 王
が

嫉

妬

の
た

め

に
 
S
g
p
u
s
p
a
c
a
n
d
r
a
 法

師

を

殺

し
、

後

に
悔

い
、

悔

恨

と
幟

悔

の
情

を

こ
め

た
偶

が
う

た

わ

れ

る
。

こ

こ

に

(2
1
)

そ
の
偶
が
増
廣
さ
れ
る
。

増
廣
さ
れ
た
偶
の
中
に
は
後
の
文
鰍
に
引
用
さ
れ
る
如
く
重
覗
す
べ

(
1
3
)

 

(1
4
)

き

も

の
も

あ

る
。

ま

た
敷

喜

地

等

の
十

地

に
言

及

し
、

壽

命
・
業
・
荘

嚴

・
信
解

・
信

・
神
足

・
往
生

力

・
法

・
心

・
大
智

の
十

の
自

在
 (
v
a
s
ita
)

(1
5
)

に
言
及
す
る
偶
も
増
廣

(
A
B
T
)
の
中
に
見
ら
れ
る
。
十

地
は
華
嚴

経
十
地
品

の
組
織
を
な
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
十
自
在
も
十
地
品
等
に
あ

(6
1
)

る
か
ら
、

A
B
T
の
増
廣
に
お
い
て
華
嚴
経

へ
の
接
近
が
み
ら
れ
る
と

(1
7
)

い
え

よ

う
。

偶

の
増

廣

の
中

に

は
 
v
a
r
ia
n
t
 の
如

き

も

の
も

あ

る

が
、

概

し

て
内
容

上
み

る

べ
き

も

の

が
多

い
。

経

末

は

ギ

ル
ギ

ッ
ト

爲

本

に
鉄

け

て
お

り
、

A

・
B
爲

本

に

よ

つ
て

『
諸

法
は
因

よ
り
生
ず

る
も

の
で
あ

り
、
そ
れ
ら

の
因
を
ば
實
に
如
來

は
説

い
た
。

ま
た
そ
れ
ら

の
滅

も
そ
の
よ
う

で
あ
る
と
大
沙
門
は
読
く
』

と

い
う

偶

を

附
す
。

こ

の

偶

は

漢

繹

や

チ

ベ

ッ
ト
課

に

は
な

い
。

舎

利

弗

目

連

が

こ

の
偶

を

馬

勝

よ

り
聞

い
て
佛

道

に

入

つ

た

と

傳

え

ら

れ
、

パ

ー

り
(

漢

諜
、

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト
経

典

の
外

に
銘

文

に

も

み

ら

(
1
8
)

れ

る
偶

で
あ

る
。

し

か

し
経

末

に
附

加

す

る

こ
と
は

漢

課

経

曲
ハ
に

は

な

く

チ
ベ

ッ
ト
課

に

も
殆

ど
な

い
。

サ

ン

ス
ク

ッ
ト
爲

本

の

中
、

ネ

パ

ー

(
1
9
)

ル
爲
本
に
は
多
く
附
加
さ
れ
て
い
る
。

い
つ
か
ち
附
加
さ
れ
る
よ
う
に

な
つ
た
か
は
き
め
が
た
い
が
、

チ
ベ
ッ
ト
課
以
後
で
あ
ろ
う
。
義
浄
の

南
海
寄
蹄
内
法
傳
巻
四

(大
54
二
二
六
下
)
に
二
種
の
舎
利
と
し
て
、
大

師
身
骨
と
縁
起
法
頒
と
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
、
こ
の
偶
は
佛

*

舎
利
の
意
味
を
に
な
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三

先
公
訳
月
燈
三
昧
経

(文
殊
師
利
菩
薩
十
事
行
経
)
 

こ
れ
は

ダ

ッ
ト
本
26
-
28
章
、
那
連
提
耶
舎
繹
巻
六
前
牛

(
五
八
三
中
～
五
八
七

上
)
に
相
當
し
、
布
施

持
戒

忍
辱

・
精
進

・
坐
輝

・
般
若
波
羅
蜜
.

多

智

(他
の
本
で
は
多
聞
)
・
法
施

・
行
室

・
在
猫
庭
行

在
閑
庭
行

行

分
衛
の
各
ヒ
に
十
種
の
利
釜
の
あ
る
こ
と
を
読
く
が
、
封
告
衆
を
月
光

童
子
と
せ
ず
、
文
殊
師
利
菩
薩
と
し
、
首
尾
を
整
え
た

一
経
の
膿
裁
を

と
る
貼
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
始
め
に
散
文
で
十
種
の
項
目
を

あ
げ
次
に
偶
を
も
つ
て
同
じ
趣
旨
を
述
べ
更
に
詩
型
の
異
な
る
偶
を
も

つ
て
同
じ
こ
と
を
繰
返
す
。
ダ

ッ
ト
の
註
記
に
ょ
れ
ば
、
B
爲
本
は
28

章
の
38
・
4
0
・
4
9
・
8
2
の
四
偶
を
、

A
爲
本
は
同
章
31
偶
を
鉄
く
。
文

殊
師
利
菩
薩
十
事
行
経
は
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本

の
28
章
の
34
・
4
1
・
6
8
・

69
に
相
當
す
る
偶
を
歓
く
。
B
や
A
に
敏
く
偶
は
同
趣
旨
を
二
度
述
べ

る
中
の
後
の
方
の
偶
で
、
そ
の
敏
除
は
内
容
的
に
は
不
足
を
來
す
こ
と

は
な
い
。
文
殊
師
利
菩
薩
十
事
行
経
に
鉄
く
偶
の
中
、

34
偶
は
多
聞
に

は
十
利
あ
り
と
い
い
、
41
偶
は
法
施
に
は
十
利
あ
り
、
と
い
う
偶
で
、

S
a
g
a
d
h
ir
a
ja
s
u
tr
a
 の
本

文
獲

達

に

つ
い

て

(
平

野

)

 

二
〇

一
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S
a
g
a
d
h
ir
a
ja
sq
t
ra
 の
本

文

獲

達

に

つ
い

て

(
平

野

)

 

二
〇

二

共
に
以
下
の
偶
の
序
を
な
す
。
布
施
持
戒
等
の
如
く
他
の
場
合
に
は
こ

れ
に
類
す
る
偶
を
お
か
な
い
。
故
に
文
殊
師
利
菩
薩
十
事
行
経
の
如
く

こ
れ
ら
二
偶
の
な
い
の
が
元
來
の
形
と
考
え
ら
れ
る
。

28
章
68

69
偶
に
つ
い
て
み
る
と
、

こ
こ
で
は
宴
坐
に
專
心
す
る
菩

薩
に
は
茨

の
十
の
利
が
あ
る
と
い
つ
て
、
心
濁
ら
ず
、
不
放
逸
に
佳
し

乃
至
無
擬
智
を
謹
す
と
の
十
項
を
あ
げ
、
60
1
63
偶
で
同

一
の
趣
旨
を

述
べ
、
64
-
67
偶
に
再
説
す
る
。

こ
の
個
所
ま
で
は
文
殊
師
利
菩
薩
十

事
行
経
に
も
相
當
個
所
が
あ
る
が
、
吹
は

『彼

(
の
菩
薩
)
は
速
か
に
佛
菩
提
を
把
握
し
、
導
師
の
教
え
を
護
る
。
彼

は

一
切
の
他
の
論
者
を
破
り
、
佛
菩
提
を
廣
大
に
す
る

(68
)
。

そ
の
菩
薩
は
こ
こ
に
死
ん
で
極
樂
世
界

S
uk
h
a
vati
 lo
f
a
h
atg
 に
ゆ

く
。
そ
し
て
無
量
壽
 A
m
itayg
s
 (佛
)
か
ら
す
ぐ
れ
た
る
最
上
の
法
を
聞

 

い
て
、
無
生
の
法
に
封
す
る
忍
を
得
る
で
あ
ろ
う

(69
)
(pp
.
 
3
5
0
-
3
5
1

と
い
う
。
宴
坐
の
十
利
と
の
關
係
は
な
く
突
然
の
感
が
あ
る
。
こ
の
二

偶
が
後
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
月
燈
三

昧
経
で
阿
彌
陀
佛
に
言
及
す
る
例
は
散
文
の
部
分
に
な
く
、
す
べ
て
章

(
2
0
)

の
終
り
近
く
の
催
に
み
ら
れ
る
、

四

以
後
の
問
題
 
先
に
見
た
よ
う
に
本
経
の
漢
課
で
は
文
殊
師
利

菩
薩
十
事
行
経
が
最
も
古
い
が
四
〇
〇
年
を
遡
る
可
能
性
は
多
く
な

い
。
(既
に
見
た
A
B
T
の
増
廣
に
は
偶
も
散
文
も
あ
り
、
ダ

ッ
ト
が
い

う
如
く
偶

が
古
い
と
い
う
原
則
は
そ
の
ま
ま
で
は
認
め
難
い
。

一
方
本

経
に
は

「
こ
の
三
昧
」
「
三
昧
王
」
「

切
法
自
性
平
等
所
顯
三
昧
」
の

(
2
1
)

語
が
繰
返
さ
れ
、
そ
の
三
昧
の
内
容
も
虜

々
に
見
ら
れ
、
殆
ど
同

一
の

(
2
2
)

説
明
の
繰
返
し
も
あ
る
。
し
か
し
文
殊
師
利
菩
薩
十
事
行
経
に
は
三
昧

の
語
は
あ
つ
て
も

「
こ
の
三
昧
」
を
圭
唱
す
る
表
現
は
な
い
。
こ
の
よ

う
な
本
経
内
部
の
内
容
の
整
理
等
に
よ
る
本
経

の
古
暦
の
推
定
、
佛
敏

(2
3
)

史

上

に

お

け

る

位

置

づ

け

等

の

問

題

に

つ

い

て

は

他

日

に

ゆ

ず

る
。

1

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト
資

料

 
Z
a
lig
a
k
sh
a
 U
g
t
t
 
O
i
l
g
i
t
 
M
a
n
g
s
a
i
-

p
t
s
 v
o
l
.
 II
.
 Pa
r
t
 I
.
 Srin
a
g
a
r
 
1
9
4
1
 
P
a
r
t 
I
 

I
II
.
 c
a
lcg
tta

1
9
5
3
 
1
95
4
,
 P
.
 r
 
v
a
id
y
a
,
 S
a
m
a
d
h
ira
ja
su
tra
 (
B
g
d
d
h
ist
 S
a
-

n
sk
r
it
 T
o
x
ts
 Z
o
.
N
)
 U
a
r
b
h
a
n
g
a
 
1
9
0
1
 は

ダ

ッ
ト
本

を
整

理

し
、

註

記

を

簡

略

に

し
、

A
、

B
爲

本

の
増

廣

分

を
巻

末

に

の

せ
、

偶

の
索

引

を

加

え

る
。

部

分

的

な

も

の

に

は
古

く
 
O
a
r
a
t
 c
h
a
n
d
h
a
 
U
a
s
 a
n
d

H
a
r
im
o
h
a
n
 v
id
y
a
b
h
q
s
h
a
n
 
S
a
m
a
d
h
i
r
a
j
a
-
s
q
t
r
a
m
 
O
a
l
c
g
t
t
a

13
9
0

(
上
海

影

印

1
9
4
0
)

が
あ

り
、

ダ

ッ
ト
本

の

ー

12

章

末
、

15

章

末

ぞ
1
9
章

を
含

む
。

こ

の
原

本

は
ダ

ッ
ト

が

い
う

B
爲

本

で
あ

る
。

K
.
R

g
a
m
e
y
 
T
h
ro
o
 O
h
a
p
to
r
s
 hr
o
m
 
th
e
 
S
a
m
a
d
h
i
r
a
j
a
s
u
t
r
a
 
w
a
-

r
sz
a
w
a
 
1
9
3
8
 
は

8
、

19
、

22

の
三

章

の
原

文
、

チ

ベ

ッ

ト

繹
、

英

課

を

の

せ

る
。

2
 

佛

書
解

読
大

譜

典

第

12

巻

九

四
頁

3
 

文

殊

師

利

菩

薩

十

事

行

経

の
特

徴

的

な

課

語

に

は
泥

疸

(
大

15
六
二
0
中
)
、

縁

一
豊

(
六
三

中

)
、
四

解

事

(
六
ご
ご
中
)

等

が

あ

る
。

縁

一
畳

は

中

阿

含

巻

47

(
大

1
七
ニ
ニ
中
)

に

み

え

る
。

泥

恒

は

西

暦

竺

法
護

課

方

等

般

泥

恒

経
、

白

法

租

繹

佛

般

泥

疸

経

の
如

く

三

四

世

紀

の
課

に

あ

り
、

羅

什

は

浬

繋

と

い
う

(
維

摩
詰

所

問
経

巻

上

等
)

が
、

四

〇

〇

年

以
降

で

も
法

顯

課

大

般

泥

沮

経

が

あ

り
、

ま

た

長

阿
含

は

泥

疸

と

浬

葉

の
爾

方

を
用

い

る
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(
大
1
二
六
上
)
。
(
年
代

は
昭
和
法
寳
総
目
録
や
望
月
鮮
曲
年
表
参
照
)

4
 
佛
書
解
説
大
辮
典
第
12
巻
九

四
頁
、

大
野
法
道
博
士

「
大
乗
戒
経

の
研

究
」
三
二

一
頁

5
 

繹
先
公
課

月
燈

三
昧
経

に
は
、
六
因
、

所
作
、

共
有
、

自
分
、

相
慮
、

 

報
西

の
語

が
あ

る

(
六
二
下

六
三
上
)
。
こ
れ
は
宋
僧

伽

蹟
摩

等
繹

(
四

三
五
年
)
雑
阿
毘
曇
心
論
巻
二

(
大
28

八
八

上
)

と
同

一
で

あ

る
。

ま

 

た
諸
行
無
常
是
生
滅
法
生
滅
滅
巳
寂
滅
爲
樂

の
偶

が
二
字

ず

つ
分

け
て
用

 

い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
偶

は
曇
無
識
課

(
四
二

一
年
)
大

般
浬
葉
経
巻
14

(
大
12
四
五
〇
上

西
五
一
上
)
等

に
同
文

で
み
え
る
。

し
た
が

つ
て

一
鷹

上
限

は
前

の
四
享
五
年

と
考

え
ら
れ
る
。
下
限

に

つ
い
て
は
、

六
因

の
繹
語

が

北
涼
浮
陀
蹟
摩
共
道
泰
等
課

(
四
三
七
年
)
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
巻
十

(
大

28
六
五
上
)
、
那

連
提
耶
舎
繹

(
五
六
三
年
)
阿
毘
曇

心
論

経

巻

一

(
大
28

八
三
六
上
中
)
等

と
も
異
な
り
、

眞
諦
課

や
玄
婁
羅
(と

も
異

な

る
こ
と
も
考

慮
す

べ
ぎ
で
あ

ゐ
。

6
 

羽
田
野
伯
猷
先

生

「
秘
密
集

タ

ン
ト
ラ
に
お
け

る
ヂ

ニ
ャ
ー
ナ
パ
ー
ダ

 
流

に

つ
い
て
」
文
化
新

第
五
號
昭
和
25
年

(
デ

ン
カ
ル

マ
目
録

の
成
立
は

八

一
二
年

と
す

る
)

7
 
P
ra
s
a
n
n
a
p
a
d
a
 (
P
o
g
s
sip
 o
d
.

に
お
け

る
 
S
a
g
a
d
h
ir
a
Ua
s
u
tra

の
引
用

(
偶
は
章
と
偶
番
號

で
示

し
、
括

弧

内

に
 
P
r
a
s
a
n
n
a
p
a
d
a
 の

頁

を
示
す
。

印
は
漢
繹

に
な
い

こ
と
を
示
す
)

v
I
 H
N
 (
4
7
4
)
 v
I
I
 5

(
4
4
 N
7
0
)
 v
III
 p
.
 37
 hn
.
 N

A
B
T
 
1
 薗

(
5
3
9
)
 
1
*
N
*
3
*

(
N
7
7-
N
7
3
)
 4
*
-
5
*
(
N
7
3
 3
0
7
)
 I
X
 p
p
.
 95
-9
0
畔
博

(
14
3
 
4
7
N
)

7
(
5
5
0
)
9
*
(
1
0
3
 
4
7
2
)
1
0
(
1
0
9
 
4
7
2
)
1
1
*
(
1
7
3
)
1
7
(
1
7
3

5
5
0
)
N
0
(
5
N
N
)
N
7
N
3
(
1
3
5
N
7
0
)
X
3
9
(
3
3
H
)
4
1
4
N
(
3
3
N
薗
*

X
X
)
(
W
H
I
1
1
1
(
1
3
3
N
5
M
N
7
7
7
0
9
1
(
N
3
9
)
(
以
上
五
七
歯
)

8
 
0
i
k
o
h
a
s
a
m
g
c
c
a
y
a
 
(
(
B
o
n
d
a
l
l
a
)
に

お

け

る
引

用

(
括

弧

内

が

O
i
k
s
h
a
s
a
m
g
c
c
a
y
a
 
の
頁
)
I
p
.
 
1
3
畔
持
(
1
7
9
I
v
(
5
3
-
5
4
)

v
 
5
-
3
1
0
1
1
1
1
9
3
I
X
 
3
4
 
H
3
9
4
3
1
5
N
 
1
9
4
5
9
 
(
1
3
7
)

X
W
I
I
 
9
6
 
(
1
3
3
)
(
W
H
I
I
3
0
-
3
7
 
(
1
7
7
)
X
I
X
 
1
3
-
H
4
1
H
7
(
1
9

-
1
9
5

 
X
X
I

 
33
1
4
4
(
1
0
0
-
1
0
1
4
5
-
5
0
 
(
3
5
4
-
3
5
5
X
W
雌
撒
.

醐

*

(N
9
1
)
 
1
4
 
(
3
5
)
 
X
X
v
I
I
I
1
7
-
1
3
 
(
1
N
H
1
7
 
1
9
5

X
X
I
X
5
3
(
1
9
5
)
9
X
X
X
I
N
4
3
N
3
(
2
4
N
4
3
X
X
X
I
I
N
7
7

(
H
5
7
X
X
X
I
v
3
4
(
1
3
4
X
X
X
v
p
p
.
4
3
3
-
4
9
 
碑
料
 
(
1
6
6
)

3
-
4
(
1
7
)
p
5
h
p
.
A
B
T
 
2
 
薗
*
(
1
3
X
X
X
v
I
I
I
p
.
5
9
1
 
弾

掛

*

(
1
1

)

(
以

上
五

二

偶
)

9

金

倉

圓

照

先

生

「
印

度

哲

學

史

」

一
三

八

頁

10
 
A
B
T
の
増
廣
は
p
p
.
1
1
4
-
1
N
5
の
脚

註

に
示

さ

れ

る

1
1
 
p
 
N
H5
 h
n
.
 

p
.
 N7
3
 hn
.
 12
 
p
.
 49
1
 hn
 
7
.
 p
.
 50
9
 hn
.

p
.
 15
o
.
 P
.
 

p
.
 44
9
 hP
.
 N

12
 

p
.
 52
5
 h
n
.
 9
.
 p
.
 53
N
 hn
.
 

5
3
4
 hn
 
4

13
 

前

註

7

8

参

照
。

14
 

P
.
 33
3
 hp
.
 9
 
P
 
3
9
4
 hn
.
 4
 
p
.
 40
N
 hn
.
 2
 
共

に
A
B
T
.

S
a
g
a
d
h
ir
a
ja
su
tr
a
 
の
本

文

獲

達

に

つ

い
て

(
平

野

)

 

二
〇

三
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S
a
m
a
d
h
ir
a
ja
s
u
tra
 
の
本

文

獲

達

に

つ
い

て

(
平

野

)

 

二
〇

四

15
 

p
.
 33
3
 hn
.
 9
,
 p
.
 39
4
 hn
.
 4

共

迄

A
B
T
.
 の
増

廣

16

 

六

十

華

嚴

巻

26
、

39

(
大

9

五
六
五
下
、

六
四
七
申

)
、
八

十

華

嚴

雀

38
、

56

(
大

10

二
〇
〇
中
、

二
九
三
中

)
、
近

藤
隆

晃

敢

授

「
梵

文

大

方
廣

佛

華

嚴
経

十

地

品

」

p
p
.
1
4

1
4
3

等
。

但

し
順

序

等

は
同

一
で

は

な

い
。

17

 
p
.
 14
1
 
n
.
 3
 B
 
p
.
 14
4
 hp
.
 10
 B

18
 

パ

ー

リ
 
v
in
.
 1
.
 p
.
 4

四

分
律

巻

33

(
大

22
七
九
八
下
)
、
五

分
律

巻

16

(
大

22

二
O
中

)
、
根

本

読

一
切

有
部

毘

奈

耶

出

家

事

巻

2

(
大

23

一〇
二七

中

)
、
過

去

現

在

因

果

経

巻

4

(
大

3
六
五
二
中

)
、
佛

本

行

集

経

巻

48

(
大

3
八
七
六
上
)
、
大

智

度
論

巻

11
、

18

(
大

25

一三
六
下
、

一九
二
中

)
、
南

海

寄

蹄

内

法

傳

巻

4

(
大

54

二
二六
下
)
、
サ

ン

ス
ク

リ

ッ

ト

M

a
h
a
v
a
otu
 III

0
2
 
w
a
l
d
s
c
h
g
i
d
t
 
c
a
t
u
s
p
a
r
i
s
a
t
s
q
t
r
a
 
I
I
I
.
 
S
.
 
7
3
 
3
3
 
チ

ペ

ッ

ト

課

影
印

北

京

版

西

蔵

大

蔵

経

v
o
l
.
 
3
4
.
 2
o
.
 
7
3
 

3
0
7
0
4
(
な

お

こ

こ
に

は

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

の

音

爲

も

あ

り
、

こ

の

偶

を
 
H
to
n
 c
in

h
b
r
e
l
 
b
a
h
 
b
y
u
n
 
b
a
h
i
 
t
s
h
i
g
s
 
o
u
 
b
c
a
d
 
p
a
 
p

r
a
tity
a
sa
g

u
tp
a

d
a
g
a
th
a
 と

い
う

)
。
銘

文

E
p
.
 In
 

X
II

(
19
13
)

p
.
 N
9
 
(B
o
d
h
-

こ

の
外
 
r
a
lita
v
ista
 
(

v
a
id
y
a
 P
.
 3
2
0
)
 梵

文

大

方
廣

佛

華

嚴

経

十
地

品

(
近

藤

)
、
O
a
rd
a
v
y
q
h
a
 S
u
tr
a
 (
S
u
z
u
k
i
 

Id
zg
ln
i)

P
.
 
5
4
3
.

な

お
経

名
 
s
a
m
a
d
h
ir
a
ja
s
 
は

月
構

以
後

に
知

ら

れ

る

が
、

月

燈

三

昧

経
 
O
a
n
d
r
a
p
r
a
d
ip
a
-s

の
名

も
寂

天

及

び
 
P
r
a
jn
a
k
a

a
m
a
ti
 が

用

い

て

い

る
。

ま

た
本

文

は

ダ

ッ
ト

本

は

40

章

(
但

し

A

は

41
、

B

は

42

章

)
、
チ

ベ

ッ

ト
課

は

39

章
、

経

註

(
東

北

Z
o
.
 40
1
0
)
は

42
章

と

相
違

す

る
。

漢

課

は
僅

か

に
巻

四

と

巻

九

に
品

名

の
痕

跡

が

あ

る

に

す

ぎ

な

い
。

20
 

A
g
ita
b
h

p
p
.
 3N
.
 33
3
.
 45
1
(
二

同
)

A
m

ita
y
g
 
p
p
.
 10
5

3
5
0

漢

繹

は

彌

陀
。

他

に
 
S
g
k
h
a
v
a
ti
 に
言

及

す

る
偶

は
 
p
p
.
 1
9
4

5
3
4

に
も

あ

る
。

22

 

一
例

を

あ

げ

る

と
第

一
章

に

こ

の

三
昧

の
説

明

と

し

て

あ

げ

る
約

三
百

の
徳

目

法

数

(
p
.
H5
.

N
3

4
)
は
第
(38

39

章

に
註

縄
(を

件

つ

て
出

て

く

る

外

に
、

第

17

章

p
p

N
3
4

5
3

に
偶

に
説

か

れ

る
。

外

に

こ

の

三

昧

の
内

容

に

ふ

れ

る
個

所

に

は

p

N
9

3
5

4
5

4
7
 
1
7
4
 
3

O
-3
0
5

3
3
1
-3
9
9
 
95

O

等

が

あ

げ

ら

れ

る
。

23
 

本

経

が
更

に
古

い

経

論

に

引

用

さ

れ
た

形

跡

が

確

か

め

ら

れ

れ

ば
本

経

成

立

の

上
限

は

上

げ

ら

れ

る
。
S
a
m
a
d
h
i
r
a
j
o
 
の
語
は
 
P
a
n
c
a
v
i
m
s
a
-

tisa
h
a
sr
ik
 
(P
r
a
jn
a
p
a
ra
m
i
ta
 (2
.
 B
u
tt)

p
.
 5

に

み

え
、

放

光

般

若

経

巻

一

(
大

8

一
中

)

の

三
昧

王
、

大

智

度

論

巻

七

(
大

25

一
中

)

の

三
昧

王

三
昧

に

あ

た

る
。

ま

た

増

壼

阿

含

(
大

2

七
七
三
下
)

に

三

三
昧

の
中

の
室

三
昧

を

王

三
昧

と

い
う
。

し

か

し
、

こ

れ

ら

と
本

経

と

直

接

關

係

を
認

め

る

こ

と

が

で

き

る

か

ど

う

か

決

定

で

き

な

い
。
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